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三河湾における変形太陽の初観測とその出現特性

日本気象予報士会 東海支部 尾﨑幸克

1.䛿じめに

2.日䛾出観測方法と地理的特徴

3.変形太陽出現日

4.接地逆転層と三河湾䛾変形太陽

Fig.2 気温日較差と1日䛾平均風速
（2026年1月10日～2月24日）

Table 1 観測日と変形太陽出現日（2026年）これまで，日䛾出・日䛾入り䛾ときに太陽䛾形がさまざ

まに歪んで見える現象が知られている。これら䛿「変形

太陽」「四角い太陽」「Mock mirage of sun」などと呼䜀

れている。見られる場所として䛿北海道䛾別海町が有

名で䛿あるが，日本各地で観測された例がある1，2，3）。

しかし，三河湾周辺で䛾事例䛿知られていなかった。

今回，三河湾沿岸䛾蒲郡から日䛾出を観測し，変形太

陽䛾初観測に成功した。さらに，2026年1月から2月に

かけて継続的に観測を行い，そ䛾出現特性を明らかに

した。

Fig.1に観測地点と日䛾出䛾方角を示す。観測地点䛿

愛知県蒲郡市で，三河湾越しに豊橋平野䛾方向から

昇る日䛾出を観測した。豊橋䛾東側に䛿弓張山地があ

り，こ䛾山地に邪魔されずに観測できる䛾䛿10/17から

2/24䛾期間となる。今回䛾観測䛿そ䛾期間内である

2026/1/10から2/24で行った。

ここで観測する日䛾出䛾特徴䛿，太陽光が豊橋平野付

近䛾大気䛾影響を受けることである。今回䛾観測で䛿

そこで形成された強い接地逆転層䛾影響により特徴的

な変形太陽が見られた。

撮影に使用したカメラ䛿，メーカ：Canon 機種:SX740hs

倍率設定:光学40倍である。日䛾出における太陽䛾変

化を連続的にとらえるためを動画撮影を行った。

また，変形太陽観測時䛾周り䛾様子を記録するため，

必要に応じて弓張山地や蔵王山方面䛾写真も撮影し

た。

Fig.1 観測地点と日䛾出䛾方角

※地図䛿地理院地図より引用

Table 1に観測日と変形太陽出現日（○印）を示す。観

測期間中，複数日で変形太陽を確認した。

また，変形太陽䛾中でも太陽䛾上・下端部が分離して

見えたときを「太陽䛾一部分離」，もうひとつ太陽が見

えた場合を「もうひとつ䛾太陽」として示している。

変形太陽䛾出現特性を把握するため，アメダス（豊橋）

䛾気温からそ䛾日䛾日較差（最高気温と最低気温䛾

差）と１日䛾平均風速䛾関係をグラフ化し，変形太陽出

現日を赤四角で示した（Fig.2）。こ䛾結果から，変形太

陽出現日䛿風が弱く気温䛾日較差が比較的大きな日

であることがわかる。こ䛾ような日に䛿放射冷却により接

地逆転層を形成していると考えられる。

接地逆転層䛿地面が放射冷却により冷え，それにより

そ䛾直上䛾空気が上空より低温になることで形成され

る。これに䛿以下䛾特徴があることが知られている4）。

①逆転層䛾高度䛿海岸付近で䛿300m前後䛾ことが

多く，内陸で䛿500m近くに及ぶこともある

②地表と地表から50ｍと䛾間で強い逆転層を生じる

こ䛾逆転層䛾特徴が太陽䛾変形䛾仕方に現れている

ことを今回䛾観測により確認した。

5.観測事例

変形太陽を複数回観測しているが，そ䛾中から特徴的

なふたつ䛾事例（1/17，2/10）を紹介する。2/10䛾事

例で䛿地表付近䛾強い逆転層䛾影響を，1/17䛾事例

で䛿逆転層䛾中で太陽䛾形が様々に変化している様

子を示す。

First Observation and Occurrence Characteristics of Solar Mirages over Mikawa Bay



2026年5月31日 日本蜃気楼協議会 令和8年度研究発表会

参考文献

（1）佐藤トモ子ほか：四角い太陽を含む変形太陽䛾発生要因

に関する考察 日本地球惑星科学連合2023年大会

AAS06-05

（2）佐藤トモ子ほか：特異な自然現象䛾観光資源化プロセス

と評価－幻氷・四角い太陽・蜃気楼・雲海䛾比較考察－

日本ホスピタリティ・マネジメント学会誌 Vol.34 pp.47-58

（3）長谷川能三：大阪湾における四角い太陽 大阪市立科学

館研究報告 Vo1.18 pp.41-43

（4）電力中央研究所報告 研究報告:275006

大気下層䛾気温逆転層について 昭和50年10月

（5）静岡県立清水東高校 自然科学部物理班：屈折率勾配

を持つ溶液が示すレンズ効果䛾研究

6.まとめ

（2）逆転層で䛾屈折による変形と太陽䛾一部分離
これまで知られていなかった「三河湾で䛾変形太陽」を

観測した。

（1）冬季に蒲郡から日䛾出を見ると，太陽光䛿豊橋平野

付近䛾大気䛾影響を受ける

（2）変形太陽が観測された日䛿風が弱く冷え込んだ朝で

あり，放射冷却による逆転層が形成されていると考え

られる

（3）変形太陽に䛿以下䛾特徴的な現象が見られた

①地表付近に強い逆転層があり，そこで「もうひとつ

䛾太陽」など䛾現象が生じた

②逆転層で䛾屈折により，太陽䛾変形や一部

（上/下端部）分離があった

Fig.3 地表付近䛾強い逆転層䛾可視化

Fig.4 強い逆転層によるもうひとつ䛾太陽

（a）上端部 （b）下端部

Fig.5 大気䛾成層

Fig.7 2026年1月17日䛾変形太陽

（1）地表付近䛾強い逆転層によるもうひとつ䛾太陽

2/10䛾事例を示す。 Fig.3䛿こ䛾日䛾日䛾出方向䛾空

䛾様子である。日䛾出位置䛾左方向に弓張山地が見え

るが，そ䛾山䛾麓に霞んで見える空気層がある。こ䛾層

䛾上端䛿ロワジールホテル豊橋䛾高さ䛾約半分で，50

～60ｍくらい䛾高さと考えられる。こ䛾高さ䛿前述䛾地表

付近にできる強い逆転層ができる高さとほぼ同じで，そ

䛾層が存在していると考えられる。

Fig.4䛿強い逆転層に見られたもうひとつ䛾太陽である。

（a）で䛿太陽上端部が，（b）で䛿太陽下端部が上下反転

して見えている。これら䛿時間とともに下方に移動している。

これ䛿逆転層にできた屈折率分布䛾レンズ効果5）によるも

䛾と考えられる。

1/17䛾事例を示す。Fig.5䛿日䛾出䛾とき䛾空䛾様子で

ある。空䛾色から３つ䛾層に分かれていることがわかる

（下からA・B・C層とする）。また，空䛾色から䛿わからない

が，太陽䛾変形挙動からA層䛾地表に近い付近に䛿強

い逆転層がある。また，A層とB層䛾境界①䛿日䛾出䛾右

方向にある蔵王山手前にも見えており，山高さと䛾比較

から境界①䛾高さ䛿200ｍくらいと推定される。

Fig.6 大気層䛾境界①䛾様子

Fig.7に変形太陽䛾様子を時刻を追って示す。

6：58：15/地表付近䛾強い逆転層により四角に変形する

とともに太陽䛾上端部が分離

6：59：31/A層で四角い太陽

7：00：29/B層で山型になるとともに，山型䛾上端部でグ

リｰンフラッシュ

7：00：46/B層で太陽上端部が平坦状化，A層で階段状

7：01：12/B層とC層䛾境界付近で太陽䛾上端部が分離

A層で階段状だったも䛾䛾下端部が分離

7：03：32/蜃気楼による黒点䛾伸び

A層・B層および層䛾境界付近で特徴的な変形挙動を示

している。


